（平成23年度県産品利用拡大研究部会いちご利用拡大研究分科会）
平成23年度第１回いちご需要拡大プロジェクト研究会開催要領
１　趣旨
本県の代表的な農産物である「いちご」について、新たな需要の創造や加工用途のいちごの効率的な流通方法等を研究するとともに、参加者間の交流を促進し、農業と商工業者の相互理解のもと、新商品等の開発を進め、収穫量日本一の「いちご王国とちぎ」に新たな価値を創出する。
２　日時　　平成23年10月17日（月）　１３：３０～
３　場所　　栃木県総合文化センター第１会議室（ギャラリー棟３階）
　　　　　　住所：宇都宮市本町１－８
４　主催
　　　フードバレーとちぎ推進協議会、栃木県、財団法人栃木県農業振興公社
５　内容
　　(1)　経過説明
　　　　
(2)　基調講演
　　　　異業種連携による新商品開発のプロセス～優良事例を中心に～　
（東京農業大学教授　堀田和彦　氏）
　
(3)　パネルディスカッション　
～異業種連携による新商品開発のさらなる発展に向けて～
　　　コーディネーター　東京農業大学教授　　　　　　　　　　　　堀田和彦　氏
　　　話題提供　　　　　いちご研究所　　　　　　　　　　　　　　米倉禎都志　氏
パネリスト　　　　宇都宮農業協同組合　　　　　　　　　　　大塚　昇　氏
全国農業協同組合連合会栃木県本部　　　　尾股　恵　氏
栃酪乳業(株)　　　　　　　　　　　　　　北條俊光　氏
　　　　　　　　　　　　日本ボーチフレーバー(株)　　　　　　　　杉山眞樹　氏
　　　　　　　　　　　　
　(4)　今後の進め方について
　５　参集範囲
　　フードバレーとちぎ推進協議会会員
　　　　　　　
